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る海外の先行研究を 3 つのテーマに分けてまとめた。具体的には、第 1 に女性のどのような individual 
















































ついて研究した文献を見ていく。Hancioglu and Hartmann (2014)では、ドイツのパネル
データを用い、母子家庭の母親の職業選択の要因を分析している。具体的には、職業を full-






Semi Parametric Survival Modelを用いて分析している。分析の結果、高い学歴はpart-time 
employedや full time employed にプラスの影響があるのに対し、子供の低い年齢、扶養家族
の多さ、不健康状態はマイナスの影響があることが分かった。また会社に就労外勤務があった
り自由度が低いと full-time employedからpart-time employedやnot employedへ移行しやす
いことが分かった。
King Fok et al (2012)では、シングルマザーがpart-timeで働いていることが、将来的に
full-time employmentへのstepping stoneとしての役割があるかどうかについて分析した。具
体的には、職業状態をemployed full-time, employed part-time, not employedに分け、一年
前にemployed part-timeであった場合次の年にemployed full-timeになる確率が上昇するか
どうかを子供の年齢・人数等に考慮して分析した。シングルマザーの職業選択はランダムでは









の扶養制度であるAid to Families with Dependent Children (AFDC)がシングルマザーの資
産蓄積に与える影響について分析している。アメリカのAFDC、就労が難しい人を対象とした
現金支給制度であるSupplemental Security Income (SSI)、低所得者向けに食料を購入するた
めのクーポンであるFood Stamp、低所得者・身体障碍者向けの医療保険制度であるMedicaid
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究についてみていきたい。この先駆けとなる研究がEissa and Liebamn (1996)であり、彼
らは1986年にアメリカで行われた一定の労働収入が認められる者に対する税額控除制度であ
るEarned Tax Income Credit（ETIC）の制度改革がシングルマザーに与えた影響について
分析している3。 ETICは子供のいる家庭を対象としていることから、子供のいる母子家庭を






























and Liebamn (1996)と同様にProbit Modelをベースとし、子供のいる母子家庭を treatment 



































Francesconi and Klaauw (2007)は、1999年にイギリスで導入された子供のいる低所得















Gregg et al (2009)も1999年にイギリスで導入されたWFTCと社会福祉制度の受給者に対す

















なったり所得が減少した母子家庭も存在することが指摘された。そこでMeyer and Sullivan 
(2004) は、これらの制度変更前後でシングルマザーの生活がどう変化したのかを分析してい
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る。具体的には、アメリカの消費データを用い、1984年から2000年の間に母子家庭の消費額
の絶対額がどう変化したのか、また独身女性や既婚の母親の消費額と比較してどう変化したか








Eissa et al (2008) はアメリカの4回にわたる税制度改革（1986年、1990年、1993年、
2001年）がシングルマザーの厚生にどのような影響を与えたか分析している。税制度改革
はシングルマザーの就業率だけでなく、勤労時間にも影響を及ぼす。しかし、就業率に影響




導き、税制度を lump sum tax systemに置き換えたときの等価変分の量をsimulationによっ
て推計した。具体的には、実際のデータから就業率、勤労収入を回帰分析によって推計し、そ
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